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〈２．特集　行く・読む〉
音楽を作り、支える場所
ルース・フィネガン
『隠れた音楽家たち』
（湯川新訳、法政大学出版局、2011）
松尾　俊吾
　普段何気なく生活をしている上で、私たちは音楽に触れない日は無いと言っても過言ではない。そ
ういった機会はテレビや、ラジオ、インターネットといったスピーカーから出てくるものであると思
うかもしれないが、現実の世界に目を落とすと音楽に触れる機会は多数存在する。それは学校での吹
奏楽部員のコンサート（また、放課後校内に流れてくるその練習）を聴くことであるかもしれないし、
無数のアマチュアロックバンドのライブや路上で歌うフォークシンガーであるかもしれない。実際は
普段の生活では隠れて、見えにくいところでこのような音楽世界が広がっている。著者であるルース・
フィネガンは口承文芸、物語論、パフォーマンス研究をしており、1969年以来イングランドの新都市
ミルトン・ケインズに居住している。本書においてはそのミルトン・ケインズをフィールドとし、そ
こで繰り広げられる地元アマチュア音楽家たちの「草の根活動」と、彼らを取り巻く環境を追ってい
く。
　本書の構成を辿っておくと、全5部と方法論についてまとめた補論から構成されている。「序論」と
題された第Ⅰ部（第１章～第３章）では、ミルトン・ケインズの新都市としての開発の歴史や市民の
職業分布の説明を加えながら、地元の音楽は演奏者以外にもたくさんの人々と関わり、都市文化と国
民文化に多くの影響をもたらしていると述べている。ここでは大衆がマスメディアに操作されている
という「大衆社会論」を批判的にとらえ（本書：６）、「クラシック」や「ロック」といったひとつの
音楽的伝統に集中するのではなく、地元で繰り広げられている音楽世界の調査を行い、音楽をしてい
るという事柄や実践（練習や宣伝、最終的には人前での演奏）に注目している。その上で「プロフェッ
ショナル」と「アマチュア」の異同について言及しながら、地元の音楽を支える要因として、多数の
アマチュア側の音楽家の実践にもっぱら焦点を当てていることが本書の特徴である。
　第Ⅱ部（第４章～第10章）はミルトン・ケインズの地元レベルの重要な音楽世界として、クラシッ
ク、ブラスバンド、フォーク音楽、音楽劇、ジャズ、カントリー・アンド・ウェスタン、ロックとポッ
プの世界というそれぞれの世界の差異を、フィールドワークを中心とした記録から述べている。これ
らの複数の音楽世界の実態をもとに第Ⅲ部（第11章～14章）においては「対照と比較」というテーマ
に沿って、それぞれの音楽世界の音楽の学習方法、実演とその諸条件、作曲・創造性についての差異
が細かく記されている。例えば、クラシックにおける教育は西欧の伝統的なクラシック音楽の理論と
実践に基づいてなされる。その正統的な継承のためにも専門の教師やレベルを測る等級試験が設けら
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れている。実演においては主に伝統的な曲の読譜からであり、実演者と観客にはそれぞれの明確な役
割期待があり、コンサートホールで行われる実演は格式ばったものであった。作曲方法も作曲者個人
の創作や熟考された音楽理論による記譜が中心である（第11章）。一方ロックの世界においては音楽教
師からの体系的な演奏方法を習うのではなく録音された CDやカセットテープからの独学、クラブや
パブでの実演、また、作曲方法についてはバンドメンバー全員で意見を交換しあいながら曲を仕上げ
ていくというクラシックとは異なった手法で行われている（第11章）。このように地元におけるそれぞ
れの音楽世界は異なるように見えるが、教育制度、実演の手法や役割、作曲方法において様々な習慣
が存在し、それが人びとによって実践されていることが明らかにされる。
　これについて著者は「偶然的で個別的に見えてしまう事柄について、根拠があって体系的な思考方
法を示唆してくれる」（本書：271）ものの参考として、ハワード・ベッカーの芸術世界という概念を
用いながら、音楽世界にはそれぞれ多彩な音楽様式や規範が存在すると述べている。しかし、フィネ
ガンの記述が興味深いのは、音楽世界の成員も、一つの世界にのみいるわけではなく、クラシックか
らブラスバンドへと変遷し、最終的にジャズとフォークの世界に行き来する成員もいることだ（本書：
273）。作曲においても様々な作曲法を用いることもあるし、実演も共通のフォーマット（組織者によ
る事前の準備、それを目立つものとして組み立てるメカニズム、観客の存在等）が存在することがあっ
た。加えて、ミルトン・ケインズには様々な民族コミュニティも存在するし、もっと小さな音楽世界
も存在する（本書：280）。それぞれ複雑に相互浸透し境界線があいまいでもあることに、著者は「世
界」という用語の使用において、地元の音楽づくりにはそうした複数の世界が多元的に存在している
ことを注意深く検討する必要があるとしている。
　第Ⅳ部（第15章～第20章）では、それぞれの音楽世界の根底に存在する社会的文脈や数々の問題が
挙げられる。学校で行われる音楽教育や定期演奏会が、後の音楽家として活動する人たちに大いに関
係していることや、家庭も親の音楽関心が大きいほど子供が音楽に触れる機会が多く、重要な音楽活
動の場であることが指摘される（本書：298）。教会も地元音楽を支える要因の一つであり、その儀式
ではほとんどの教会が地元のオルガン奏者、合唱団を抱えて様々な年齢の男女が礼拝に参加している。
また、クラブやパブは様々なバンドやアーティストの重要な実演の場として機能し、地元を超えたネッ
トワークを形成しているクラブやパブの存在はそれを利用して商業的に成功する音楽家の活動の土台
にもなっている（第17章）。
　しかし、これらの地元の音楽家の活動やそれを支える様々な場も自然発生するのではない。クラシッ
クやオーケストラのような大きな組織は一見その運営になんの苦労もなく見えるが、その結成時には
メンバー集め、役員の選出があり、発足後も練習やコンサート場所の確保、組織の維持といった様々
な作業が行われているし、群小バンドには結婚や仕事による音楽活動から離れるメンバーや音楽性の
不一致による解散、ライブブッキングの手間などがかかりさまざまな葛藤がみられる。このように自
動的に地元音楽が発生するのではなくその個人的な繋がりや活動、報酬、解散や葛藤といった多岐に
渡る因子が連なって形成されていく。その中でも彼らに共通していることは「自分の好きなことをや
る」という価値観のもとに音楽をしているという点であった（本書：450）。
　第Ⅴ部（第21～第22章）においてはこれまでの研究をまとめ、地元音楽を近隣住民や職業からなる
「コミュニティ」という用語を用いずに、様々な社会的、経済的、文化的背景を含んだ成員で成り立つ
ものとして「世界」という言葉を用いることから説明している。さらに、音楽を研究する多くの学者
は階級が影響しているとみているが、実際はそれほど影響がなく、家族関係や個人的趣味、ジェンダー
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による要因のほうが大きく、それらを踏まえた音楽家それぞれの選択した音楽の歩み方があるとして、
これを「小道」という概念で説明している（第21章）。
　音楽というものは（「余暇」や「文化」といった捉え方をされることで）現実の社会構造の重要な一
部ではなく「周縁的」なものと考えられがちだ。だが、フィネガンはミルトン・ケインズでの考察を
踏まえ、音楽を実演する音楽家だけでなくその複雑で絡み合うネットワーク、聴衆や週、年、季節の
祭事における講演等が社会にとって、人間にとって「周縁的」ではない重要な面を持っているものと
して明らかにした。それは、人が音楽の小道に参与することを明らかにすることによって、自己実現
やアイデンティティの形成に留まらない、人間性の理解に繋がることに他ならない（本書：524-5）。
これらの点は本書において重要な点であり、これまでの音楽研究におけるジャンル論や産業論とはま
た違った、アマチュア音楽家たちの草の根活動を追うことによって新しい知見を得るヒントになるの
ではないかと思う。最後に、本書は主に1980年代の事例をもとに構成されている。現代においては、
様々なメディアテクノロジーの発達により、音楽の受容の仕方が変化し、本書の事例とは異なる面が
出てくるであろう。しかし、音楽はメディアだけを通した存在ではなく、もっと身近なところでも生
成されていると本書は気づかせてくれる。
